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防災教育実践報告書     南牧村立南牧小学校 

児童生徒数：２４名 学級数：４学級 

１．防災教育実践の趣旨・目的 

・より効果的な避難訓練や地震の疑似体験、総合的な学習の時間の学びを通して、災害

発生時、命を守るために自ら考え、行動できる児童を育てる。 

・避難訓練や防災教育について外部の専門家と連携し指導・助言を得ることで、教職員

の防災に対する意識や指導力を高める。 

・小中合同の避難訓練や学習、研修を行うことで、小中 9 年間を見通した防災教育の素

地を作る。 

 

２．防災教育の具体的な取組内容 

①地震避難訓練（昼休み、予告なし） 

②小中合同避難訓練（登校時） 

③防災について学ぶ小中合同研修 

④小中合同起震車・地震ＶＲ体験学習 

⑤総合的な学習の時間「南牧を水害から守ろう」（第 4 学年） 

 

３．防災教育･避難訓練の実践 

〇従前の取組内容 

① 地震避難訓練について：授業中に予告なしで行っていた。 

②小中合同避難訓練、③防災について学ぶ小中合同研修、④小中合同起震車・地震ＶＲ

体験学習について：昨年度未実施 

⑤総合的な学習の時間「南牧を水害から守ろう」（第 4 学年）について： 学んだことに

ついての発信は、本校の児童と保護者のみが対象だった。  

 

〇今回の防災教育の具体的内容 

①地震避難訓練（８月２９日）：昼休みの時間に地震が発生し，揺れがおさまり次第，

全児童の緊急避難を要するという想定で実施 

【ねらい】地震時に，連絡や通報をよく聞いてから冷静に行動し，どこにいても自分の

身を自分で守れるようにする。 

【事前指導】 

・地震はいつ、どこにいるときに発生するのかわからないことをおさえる。 

・大きな地震の発生前に、『緊急地震速報』が発表される場合があることをおさえる。 

（実際に音源を聞く。） 

・大きな地震が発生した場合、どのような被害が生じるのか、身を守るためにどうし

たらよいかを知る。（地震が起きたときの様子を動画で見る。） 
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【実施の流れ】 

時間 児童の動き 職員の動き(校舎内) 
職員の動き
(校舎外) 

13:40 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・放送をしっかり聞
き，机の下に隠れた
り校庭の真ん中に集
まったりする。 

【地震発生】 
（教頭） 

「これから避難訓練を始めます。」 
・緊急地震速報の警報音 CD を流す。 

 →その後の指示放送はあえてしな
い。 

・放送（緊急放送システムを使用） 
※放送室の主電源が「切る」になって
いることを確認。 

※消防署への通報はしない 

（各職員） 
・必要に応じて放送を繰り返し，児童
が机の下等に隠れたことを確認し
たあと，自分も隠れる。 

 
 

・校庭にいる
児童に，その
場でしゃが
むよう指示
する。 

13:45  
（校舎内にいる児童） 

・事前指導に従い，適
切な避難経路を使っ
て中庭に避難する。 

 
（校舎外にいる児童） 

・校庭の真ん中に避難
する。 

１階 

教室のベランダか
ら 

玄関から 
２階 

中央階段経由で児
童の玄関（右側）か
ら 

３階 

中央階段経由で職
員の玄関（左側）か
ら 

【避難開始・避難完了の報告】 
（教頭）放送 

「揺れは収まりました。校舎の中にい
る人は中庭に避難し，並びなさい。」 

 →この放送もあえて入れず、子ども
たちに考えさせることとする。
（指示はしない） 

・児童と一緒に中庭に避難し，担任は
学年ごとに人数の確認をし，校長に
報告する。 

・担任外は担任の補助をする。 
・児童が避難した後，児童や職員がそ
ろわない場合は，各階ごとに担当を
決め，トイレや特別教室の中に逃げ
遅れた児童や職員がいないか，大声
を出して確認し，中庭に避難する。 

（校長） 
・学年ごとの人数報告を受け，職員の
人数の確認をし，逃げ遅れた児童や
職員を探すための担当場所の指示
や，全児童・全職員の把握をしてま
とめる。 

 
 

・広庭に児童
が い な い
か 確 認 す
る。 

 
・担任は学年
ご と に 人
数 の 確 認
をし，校長
に 報 告 す
る。 

 

・担任外は担
任 の 補 助
をする。 
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【事後指導】～群馬大学金井昌信教授の指導のもと実施～ 

・ふりかえりシートを記入する 

・どのような行動をとったのかを確認する 

・大きな地震が発生した場合、身を守るためにどうしたらよいかを確認する。 

・大きな地震の揺れがおさまった後の行動を考える 
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②小中合同避難訓練（１１月１３日）：登校時間に地震が発生し、全児童・生徒が自分で

考え、自分の身を守るための行動をとる必要があるという想定で実施 

【ねらい】地震時に，連絡や通報をよく聞いてから自分で考え、冷静に行動し、児童・生
徒が自分の身を守ることができるようにする。 

【事前指導】～訓練前日までに、小中学校各学級にて伝えておくこと～ 

・１１月１３日の登校時間（7:30～8:00）の間に防災無線が流れ、小中合同で避難訓練
を行うこと 
・防災線をよく聞き、その場で自分の身を守る行動をとる・その後どのように行動する
か考えること…１回目の放送は、揺れの最中にどのように身を守るか。２回目の放送
は、身を守れたあとどのように行動するか（バスを待つか、移動するかなど） 

・身を守ったあとは、いつも通りの方法で登校をすること（中学生は合同振り返りのた
めに、小学校へ来る形になることも伝えておく） 

・小学校へ集合後、みどりの部屋で小中合同の避難訓練の振り返りを行うこと 

【事前連絡】 
・保護者への通知を配布し、趣旨の説明とねらいの共通理解を図る。 
 ※当日、バス停留所に保護者が付き添っていて防災無線が流れても、通常通りバスに
保護者は乗らず、子どもだけを送るようにしてもらう。→「大人の指示だけではなく、
小中学生が自分で考え、身の安全を守ること」が目的であるため。（小学校で行うふり
かえりの様子は参観しても構わない） 

・村の広報で、地域の方への周知を図る。（防災無線が流れること、地域の方が参加して
もよいこと） 

・南牧テレビの告知放送でも同様の内容を伝えてもらう。 

【実践の流れ】別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事後指導】～群馬大学金井昌信教授の指導のもと実施～ 

・ふりかえりシートを記入する。 

・地震が発生した直後、どのような行動をとったのかを確認する。 

・地震が発生した場合、どのような危険があるか、身を守るためにどうしたらよいかを

確認する。 

・地震の揺れがおさまった後の行動を考える。 
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③ 防災について学ぶ小中合同研修（1２月 9 日） 

講師：前橋地方気象台 4 名 

小中全職員を対象に、土砂災害気象官林孝夫様による「気象災害に備えて」という演

題での講演会を実施。講演会後、職員が、日頃気象災害について疑問に思っているこ

とについて回答していただいたり、意見交換を行ったりする。 
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④ 小中合同起震車・地震ＶＲ体験学習（1 月 16 日） 

【ねらい】地震の揺れや災害を実際に体験（疑似体験）し、いざというときに適切な安全

行動をとることができるようにする。 

【事前指導】 

・いくつかの状況（教室・掃除中・登校中・自宅で食事中など）で、そのときに地震が

発生したらどのように身を守るのか考える。 

【事前連絡】 

・地域との連携を図るため、保護者や教育委員にも声をかけ体験できるようにする。 

【実施の流れ】 

時間 職員 小学生 中学生 
保護者・

教育委員 

9:30 起震車の到着  

 

 希望者の

体験 

( ～ 10:30

まで) 

10:25  ２校時終了後、移動   

10:30 講師の紹介、体

験の流れの説

明：（安全主任） 

中庭の鉄棒の前に全校集会
の並びで整列 

  

10:35

～ 

10:50 

 
養護：児童・生徒

の支援、写真記

録：（各担任） 

  
 

 
 

 
 

希望者の

見学 

( ～ 11:50

まで) 

10:55 

～ 

11:25 

 

   

１～６年：起震車（中庭） 

※６年生から（４人班で） 

６班×２分ずつ＝約１５分 

１～６年：VR（体育館） 

※６年生から（４人班） 

６班×５分ずつ＝約３０分 
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11:25 

～ 

11:50 

11:30～ 

児童に鉛筆・消

しゴム・探検バ

ッグを持たせ、

みどりの部屋へ

移動させる（中

学生の起震車体

験を見学したあ

と） 

※体験に時間がかかる場合は、

中学生の時間を考慮しながら、

時間を延長する 

 

※予定通り終わった場合は、中

学生より先にみどりの部屋へ移

動し、ワークシートへの記入（事

後指導）を始める 

  

11:50 

～ 

12:10 

児童・生徒の支

援、写真記録等 

 
コースターで中学校
へ 

 

12:15  教室へ戻り、学級指導   

12:30 
終了時刻 

  
希望者の

体験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事後指導】～群馬大学金井昌信教授の指導のもと実施～ 

・起震車・VR体験を踏まえて、事前指導で考えた行動は本当にできるのか、できない場

合はどうすればよいのかを改めて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中合同振り返り（みどりの部屋） 

金井教授 

11:25～11:30（中庭） 

起震車体験（２班で） 

11:30～11:45（体育館） 

VR 体験（３班で） 
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事前のワークシート      →    事後のワークシート 

⑤ 総合的な学習の時間「南牧を水害から守ろう」（第 4 学年） 

【ねらい】地域の過去の災害について知り、土砂災害に備えて自分たちにできることを考

え、全校児童や地域に発信することができる。 

 


